






要約:小児慢性特定疾患(以下、小慢)について神奈川県の小児科医 824 人を対象に、郵送に

てアンケート調査を行い、制度に対する意識・意見を調べた。有効回答は、開業医 177,勤

務医 240,計 417 人(有効回答率 50・7%)より得られた。小慢を知っている頻度は高く、開業

医92.1%,勤務医98.8%であったが、診断書を書いたことのある者は前者39.5%,後者88.3%、

又、1990 年より適応が認められた神経筋疾患は知悉度が低かった。自由記述での回答者の

意見は、32.9%にあり、関心の高さを示した。 


